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2014年度基本要求提出交渉

内部管理業務のムダをなくせば残業を減らすことができる！！
過重労働の撲滅に向けた県の具体策を明らかにせよ！メンタルヘルス対策は喫緊の課題!

自治労県職労は10月21日、労務統括官に対して、2014年度基本要求提出交渉を行いました。

参加者からの発言内容（要旨）

１ 賃金・諸手当について

○7月から行われている国の要請による給与の特例減額については、約束どおり2014年3月で終了すること。

○県人事委員会報告で示された給与の公民較差を解消すること。

○給与減額がされている影響も大きく、新採用職員から「手取り額が大幅に減り、生活が大変苦しい」という声がある。初任給の改善が必要である。

〇「時間外労働の実績の2～3割しか残業手当をもらっていない」「管理職が規制をかける」など、残業手当の不払いが常態化している。法違反は許されない。県には賃金を全額払いする義務がある。

２ 過重労働の撲滅について

○過去3年度に、100時間超または、2～6か月平均80時間超の時間外労働を命じた所属について、その原因と改善策を明らかにすること。

〇過重労働の撲滅に向けて、県全体の具体的な対応策を明らかにしてほしい。
３ 内部管理業務の抜本的改革について
○直接県民サービスとかかわりのない内部管理業務により多くの時間をとられ、過重労働の原因となり、職員は疲弊している。全庁的に内部管理業務の抜本的な見直しを行い、管理監督者に徹底を。

〇予算編成業務について、財政課と原局との調整が時間外に亘ることのないよう、財政課を指導してほしい。

〇財政課が原局に要求する予算資料について、必要最低限にするよう財政課の幹部を指導してほしい。

〇議会資料は、管理監督者が徹底して吟味し、必要以上の資料作成を職員に強いないこと。

〇国の各省庁に対して、安易な類似の調査や回答期限の短い調査手法を是正するよう申し入れること。
４ 人員について

〇欠員は正規職員をもって早急に解消すること。

〇短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている所属に必要な人員配置を行うこと。

○職業訓練指導員について、最低限現在の欠員分を正規職員で配置するために、さらに採用を拡大してほしい。

○児童相談所の福祉職、生活保護担当の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を。
５ メンタルヘルス対策について

○療養休暇取得者・休職者が発生した職場、過重労働職場については、産業医の監督のもとで、まずその原因を調査し、必要な対策を講ずるべき。

〇職員健康管理センターに産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス対策を確立すること。
〇児童相談所や保健福祉事務所の福祉職が、過重労働によりメンタル不全になるケースをたくさん見てきた。まずは、メンタル不全を発生させないこと、予防策が大事である。労使でお互いに知恵を出し合い、考えることが必要だ。

〇復帰支援策のひとつとして、リハビリ勤務実施状況の検証を早急に行うよう求める。

６ 職場環境の整備について

〇庁用自動車を自主運転する職員が、長距離運転や雨の日など、危険を感じる場合があると言う。そういった公用車は早急に更新するべきである。労働組合との協議と合意に基づき、公用車の更新基準の見直しを求める。人の命に係る問題であり、早急に対応する必要がある。
○恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させてほしい。時間外であっても労働安全衛生法を遵守しなければならない。
○執務室以外でも、消灯されている廊下や階段で暗くて危ない箇所がある。安全が確保できる照度等を確保してほしい。来庁者から苦情を言われることもある。
７ 行政システム改革及び緊急財政対策について

〇「神奈川県緊急財政対策」で示されている県有施設の統廃合や補助金・負担金のあり方については、県民や関係団体、職員の意見を十分聴取し、必要な見直しを行ってほしい。

〇県税事務所や保健福祉事務所等の再編統合について、当該職員及び利用する県民の意見を聴取し、職員の負担増、県民サービスの低下が予想される場合は見直すよう求める。

〇産業技術センターについては、これまでの検討の中で「地方独立行政法人化にはなじまない」という結論が出ていたはずである。職員の雇用問題のみならず、公的責任を確保する観点からも地方独立行政法人化に反対する。

８ 再任用制度の整備について

〇当面の年金不支給期間の働き方等について、詳細を組合と協議するよう求める。
〇雇用期間内あるいは更新時における異動について、
自治労県職労の2013年度基本要求交渉で確認した
とおり、制度運用までに一定のルールを確立すること。
〇年金不支給期間については、定年延長を基本として検討すること。また、60歳以降については、職種や身体の状況等により、短時間勤務を選択できるような制度を導入することが必要である。
〇年金不支給期間の段階的拡大を踏まえ、再任用制度の見直しや、定年延長を検討する場合、生活が成り立つ賃金とすべきである。

〇諸手当については、晩婚化、少子化を踏まえて、扶養手当、住居手当等の諸手当を支給するよう検討してほしい。

〇一時金の支給月数について、現役と同様の支給月数とすること。

〇休暇制度について、現役と同様とするよう検討を求める。

〇共済制度について、短時間勤務者についても、共済加入が可能となるよう制度整備を検討する必要がある。
９ 臨任・非常勤・再任用職員について

〇行政補助員について、雇用更新年限を設定しないなど、制度の抜本的な見直しを求める。

〇臨時的任用職員について、次の雇用までの間の空白期間をなくすよう求める。
○均等待遇の原則から、臨任・非常勤等の賃金や休暇制度の改善を求める。

10 自治体最低賃金及び公契約条例の制定について

〇公契約条例の早期制定を求める。
〇委託業者が変わって雇用が継続されても、そこで働く従業員の時給は年々下がり、最低賃金ぎりぎりという実態がある。「安さ」のみを追求する現在の入札制度の悪い点である。公共サービスの質の向上や自治体政策実現に資する入札制度が必要である。

11 ノーマライゼーションの推進について

○障害のある職員にとっては、加齢に伴う課題がたくさんある。障害の重度化、二次障害に対応した職、人事異動、通勤等、人事制度の確立に向けた労使協議を求める。
〇障害を持つ来庁者・職員にとって安全で、利用しやすい施設の整備が必要である。事故が起きてからでは遅い。
○災害時に安全に避難できるよう、すべての庁舎において階段の両側に手すりを設置するとともに、障害のある人が不安を感じないような避難方法を考える必要がある。
〇混乱が生じている職場があることを踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配置を見直すことが必要である。

〇視覚障害者のワークアシスタントについて、業務に支障が出ないような雇用形態及び条件とすることが必要である。

10月18日（金）～

県労連　賃金確定交渉を開始

県人事委員会報告を受け、県労連は10月18日、「15項目96課題」にわたる賃金確定等要求書を副知事に提出し、10月22日には、この要求書に対する回答交渉が行われました。

これまでの交渉において副知事は、県の財政状況の厳しさを強調、要求事項に対する具体的な回答は、10月29日（火）に行われる県労連幹事団交渉からスタートします。

自治労県職労は、11月13日の最終交渉まで、５単組の統一と団結のもと、確定闘争勝利に向けてねばり強く交渉を展開します。

◇要求項目
１．2013年度給与改定

２．賃金水準の確保

３．人事評価システムの具体的な検証と協議

４．福利厚生の充実
５．労働時間の短縮・休暇制度の拡充

６．大規模災害時等における対応

７．仕事と家庭の両立支援の拡充

８．労働安全衛生・職業病対策

９．メンタルヘルス対策
10.人材育成マスタープランの改善
11.公務災害の認定のあり方の改善、事務の簡素化等
12.県政における男女平等参画の推進

13.セクハラ・パワハラの防止

14.再任用・臨時職員等の労働条件改善
15.高齢雇用施策
県労連要求実現署名

全員で取り組もう！

２０１３賃金確定闘争日程

県労連支部代交渉報告集会

○日時：10月31日（木）17時30分～

○会場：本庁舎前

自治労県職労総決起集会

○日時：10月31日（木）18時30分～

○会場：波止場会館4階大会議室

県労連総決起集会

○日時：11月6日（水）18時～

○会場：関内ホール
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ご参加を！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































